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チューブは，ブルーライン気管内チューブ (pVC) ，赤ゴム気管内チューブ (RUB)，シリコン気管内チューブ (SIL) シ
リコンらせん入り気管内チューブ (SpI)およびらせん入り気管内チューブスウェイタイプ (SWY) の 5種類とした。








気管内チューブを体重 10 -15kg の雑種成犬に挿管し，研究 E で最も高かった値の 50mmHg およびその 1/2 の
25mmHgの圧を喉頭に与えたのち，喉頭の肉眼的変化を観察し喉頭に与える圧と挿管時間との関係を調べた。圧迫














研究ill: 肉眼的観察では， 50mmHgの圧では 2 時間以上， 25mmHgの庄では 6時間の圧迫で披裂軟骨声帯突起部にお
いて肉眼的に発赤が認められた。声帯においては肉眼的変化は観察されなかった。









本研究は，ヒトにおける頭位回旋による上気道の形態的変化を MR1 (Magnetic Resonance1maging) を用いて 3次
元的に計測しこれに基づき作製した実物大模型および成犬を用いて気管内チューブの声門に対する影響を調べたもの
である。
計測の結果，頭位回旋により気道は後鼻孔の高さでは平均22mm，最大33mm回旋方向に偏位していた。実物大模型
での計測は，頭位回旋時には気管内チューブは回旋方向と反対側の声門を正面位より強い圧で圧迫していた。その庄の
大きさは気管内チューブの種類，サイズ，挿管方法によりことなることが示された。また，圧迫された部位では，まず，
比較的早期より走査型電子顕微鏡的に，次いで肉眼的にも形態学的変化があらわれることが確認された。
本研究において，人体には無侵襲な MR1を用いて，頭位回旋による気道の形態的変化を観察したところに本研究の独
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自性がある。また実物大模型上の計測で得られた結果は，喉頭浮腫，頃声などの気管内チューブによる術後合併症を予
防する上で重要な示唆を与えるものである。加えて，気管内チューブの圧迫による喉頭の表面微細構造の変化を走査型
電子顕微鏡を用いて経時的に観察した報告はなく，新しい知見である。したがって，本論文の歯科麻酔学における意義
は大きく，博士(歯学)の学位を得る資格があるものと認める。
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